昇級審査の採点基準
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１　はじめに
　以下に昇級審査における採点基準を提示します。審査の指導を行う際の確認事項の参考にしてください。

1-1　合否判定について

　演技内容が不十分だった場合は、各道場単位で再審査・復習を行い、基準に達したと判断できる段階で、帯と級位認定証を渡すこと。その場合の合格の裁量は道場長が持つものとします。

　以下に再審査・復習が必要な場合を提示します。


　上記の１～３のいずれか一つに該当する場合は、その部分についての再審査・復習を行うこと。試割りの再審査は必ず足技の種目を選択すること。

 なお、『復習の必要あり』の欄にチェックが入った場合は、評価する以前に、著しくレベルに達していないという判断です。昇級は見送ることが好ましい。
　なお、試割りにおいて再審査となった場合は、必ず練習期間を２週間以上設けること。

　一度目の再審査後は、１週間の練習期間により再審査をトライできるものとします。

1-2　帯別審査課題一覧

　以下に帯別の審査課題一覧を提示します。

	帯
	トゥル
	約束組手
	基本蹴り
	護身術

	白帯
	・サージュチルギ

・サージュマッキ
	・サンボマッソギ

　１～４番
	・アプチャプシギ

・ヨプチャチルギ

・トルリョチャギ

・トラヨプチャチルギ
	

	黄帯
	・チョンジ

・タングン
	・サンボマッソギ

　７～９番
	・ティミョアプチャプシギ

・ティミョヨプチャチルギ

・ティミョトルリョチャギ

・ティミョトラヨプチャチルギ
	

	緑帯
	・トサン

・ウォニョ
	・イーボマッソギ

　４～６番
	・ティミョパンデトルリョチャギ

・ティミョトラヨプチャチルギ
	

	青帯
	・ユルゴ

・チュングン
	・イルボマッソギ

　１～３番
	
	・正面対処法

　１～３番

・背面対処法

　１～３番

	赤帯
	・テェゲ

・ファラン

・チュンム
	・イルボマッソギ

　７～９番

・パンチャユマッソギ

　１～５番（創作）
	
	・正面対処法

　７～１２番

・背面対処法

　７～１２番


【備考】

１）全ての審査後に、高校生以上は『質疑応答』、中学生以下は『柔軟』の審査があります。

２）10級の約束組手は中学生以下は免除とします。

３）白帯の約束組手は一人で行います。黄帯以上の約束組手は二人一組で行います。

４）約束組手、護身術は必ず前の課題を消化してから審査課題を練習すること。

　　例：黄帯で昇級審査を受ける場合、サンボマッソギの１～６番を習得した上で、７～９番を練習する

　　こと。

５）緑帯以上はマッソギの審査があります。赤帯は更に二対一のマッソギがあります。

６）緑帯以上は試割りの審査があります。詳細は別紙参照。

２　トゥル

　以下にトゥルにおける採点基準を提示します。

2-1　白帯
　目的：コンヌンソギの習得

	評価
	内容

	×
	目線が定まっていない。

手足呼吸があまりにも不一致な場合。また呼吸が弱い場合。

	△
	コンヌンソギの後ろ足に力が入っていない。力が入る条件は以下の通り。
１）正しい歩幅。狭い場合は力が入らない。

２）後ろ足の向きが0~45°。後ろ足が横を向くと力が入らない。

　　※基本では25°です。

３）後ろ足の膝が伸びていること。

	○
	コンヌンソ・カウンデ・パロチルギの時に、体が正面を向いていない。

	◎
	概ね問題無し。


2-2　黄帯

　目的：『極め』の習得

	評価
	内容

	×
	目線が定まっていない。

	△
	立ち方における膝の極め方が不十分な場合。

	○
	極まっているが、動作全体のフォームのイメージが出来ていない。

	◎
	概ね問題無し。


2-3　緑帯

　目的：『振る』の習得

	評価
	内容

	×
	そもそも振っていない。

	△
	振りが短い場合。

	○
	呼吸によって構えた位置から大きく振れている場合。しかし腰の回転が無い。

	◎
	概ね問題無し。


2-4　青帯

　目的：『流れ』の習得

	評価
	内容

	×
	ダウン→アップ→ダウンのリズムに偏りがある場合。例：ダウンが短い。

	△
	動きに無駄がある場合。

	○
	姿勢が悪い場合。

	◎
	概ね問題無し。


　上記の他に、復習の必要があると判断された者は、前の帯の課題も消化できていないという評価です。昇級は無しとすることが好ましい。その他、以下の場合においてこの評価は付きます。

・隣の人の動きを見ながら行っている場合

・間違いが多すぎる場合。間違えたまま通した場合。

３　約束組手

　以下に約束組手における採点基準を提示します。
　約束組手の目的は、動作の使用例の認識と距離を習得しつつ、相手がいる場合もトゥルで行っている動作を乱れることなく行えるよう練習することです。
　なお、白帯については採点しません。全てトゥルの項目に反映されます。
3-1　黄帯

	評価
	内容

	×
	何かしらの大きなミスをした場合。

	△
	相手に対する手の位置、足の位置、リズムのいずれか一つでもズレている場合。

	〇・◎
	概ね問題無し。


3-2　緑帯

	評価
	内容

	×
	何かしらの大きなミスをした場合。

	△
	トゥルと同じように動作が出来ていない場合。

	〇・◎
	概ね問題無し。


3-3　青帯
	評価
	内容

	×
	何かしらの大きなミスをした場合。

	△
	反撃時に距離が合っていない場合。

	○・◎
	概ね問題無し。


3-4　赤帯
	評価
	内容

	×
	何かしらの大きなミスをした場合。

	△
	距離が合っていない場合。

	○・◎
	概ね問題無し。


４　基本蹴り

　以下に基本蹴りにおける採点基準を提示します。

	評価
	内容

	×
	蹴りの高さ、及び方向が合っていない場合。

１）高さ

アプチャプシギ：帯より上、胸より下。

ヨプチャチルギ・トルリョチャギ：帯より上。※トラ・パンデも同様。

２）方向

正面を蹴っていること。特にヨプチャチルギや回転系は注意。方向のズレの許容差は、足１足分とします。
飛び蹴りに関しては飛び方が正しくない場合。

正しい飛び方：両足で飛び、なおかつ両膝を上げてから蹴ること。（ただし回転す

　　　　　　　る蹴りは膝を上げる必要はない。）
回転する蹴りに関しては、回転が正しくない場合。

正しくない回転例：回転が一度止まる。また飛び蹴りに関しては、飛び始めの時に

　　　　　　　　　既に回転している場合。

	△
	蹴り足の形が出来ていない場合。

１）アプチャプシギ：上足底を出すこと。

２）ヨプチャチルギ：小指側が水平以下であること。※トラも同様。

３）トルリョチャギ：小指側が水平±15°の範囲であること。※パンデも同様。

また膝が伸びきっていない場合。

	○
	体の使い方が正しくない場合。

例１）ヨプチャチルギの時に膝を抱え込んでいない。

例２）ヨプチャチルギの時に軸足が返っていない。

例３）ヨプチャチルギの時に前に腕を蹴り足と水平に伸ばしていない。

例４）ヨプチャチルギの時に真横を向いていない。

例５）トルリョチャギの時に、上半身と下半身の反動が無い。

例６）トラヨプチャチルギの時に、上半身と下半身の反動が無い。

	◎
	概ね問題無し。


※子供の白帯に限り、ヨプチャチルギとトラヨプチャチルギは、多少のミスは大目に見ます。なお年齢が

　低ければ低いほど、ミスの具合は考慮します。

５　護身術

　以下に護身術における採点基準を提示します。

	評価
	内容

	×
	極まっていない場合。

	△
	極めまでの動きに無駄が多い場合。例：手を持ち替える動き。

	○・◎
	概ね問題無し。


６　質疑応答・柔軟審査

　以下に質疑応答・柔軟審査における採点基準を提示します。

　目的：審査という自分を評価されるという場に挑むことに対しての心構えを確認する。

	質疑応答
	柔軟審査

	点数
	内容
	点数
	内容（開脚した状態で）

	×
	不正解の場合
	×
	体のどこも床に付かない場合

	△
	回答の具合によって判断
	△
	肘が付く場合

	
	
	
	額が付く場合

	
	
	
	頬が付く場合

	
	
	○
	胸・腹が付く場合

	○・◎
	正解の場合
	◎
	○の状態から股抜きが出来る場合


※質疑応答にて全く努力の跡が見られなかった場合、心構えが不適当と判断し、昇級無しとする。
７　マッソギ

　以下にマッソギにおける採点基準を提示します。加点方式にて採点する。

　なお、『基本』『戦術』『精神』の３点に対して評価を行うものとします。

7-1　基本の評価

その帯に見合う攻撃手段、防御手段における基本的な技術のレベルを評価します。攻

　撃手段においては、狙った位置に蹴れているかどうか。正しくパンチを打てるかどうか。　

　防御手段においては正しくブロック、もしくは避けることが出来ているか。構え、フッ

　トワークも含め、総合的な動きを判断します。１ラウンド目に評価を行う。

	評価
	内容

	×
	お話にならない場合。（ほぼありません。）

	△
	金的を蹴ったり、明らかに狙っていない所への攻撃がある場合。また相手の動きにフォームを乱されて、中途半端な攻撃をしている場合。

	○
	その帯に見合った基本が確認できる場合。

	◎
	スライドなどを使った距離感をコントロールする蹴りや、高度なフットワーク、相手のバランスを崩すブロックや、距離を見切った避け方などが確認できる場合。


7-2　戦術の評価

この評価は、審査官が『いいね！』と感じた回数がそのまま点数になります。攻撃の　

　みならず、マッソギ全体の中での評価を行います。２ラウンド目に評価を行う。

	評価
	内容

	×
	０回

	△
	１回

	○
	２回

	◎
	３回以上


7-3　精神の評価

　この評価は、何もなければ○が入ります。相手が強い場合に気持ちが引かなければ◎、引いてしまえば×・△の評価を行います。強い相手と当たるかどうかは運次第です。

	評価
	内容

	×
	戦意が認められない場合。

	△
	明らかに引いている場合。

	○
	ほぼ平常心の場合。

	◎
	力量が上の相手に対しても果敢に前に攻めている場合。


８　試割り

　以下に試割りにおける採点基準を提示します。加点方式にて採点する。

　なお、『手技』『足技』『飛び技』の３点に対して評価を行うものとします。

　少年部（中学生以下）は今後の成長を考慮して手技を免除、シニア（40歳以上）は飛び技を免除とします。
　もしシニアの者が飛び技を希望する場合は、試技に成功しても失敗しても、採点は行わないものとする。

8-1　手技

　１枚も割れない場合は×、完全撃破が○となる。その間の枚数は△とします。
8-2　足技

　１枚も割れない場合は×、完全撃破が○となる。その間の枚数は△とします。
8-3　飛び技

　板に触れなかった場合、もしくは着地の際に足の裏以外の部位が床に付いた場合は×、割れた場合が○となる。到達したが、割れなかった場合は△となります。
8-4　種目一覧
　以下に年齢、性別に対する種目と板の枚数を提示します。

	緑帯
	男
	女
	小学3年生以下
	小学4～6年生
	中学生男子
	中学生女子
	一般男子
	一般女子

	手
	アプチュモ（正拳）
	アッパルク（肘打ち）
	6分板1枚
	8分板1枚
	6分板2枚
	8分板1枚
	8分板2枚
	6分板2枚

	足
	ヨプチャチルギ（横蹴り）
	8分板1枚
	6分板2枚
	6分板3枚
	8分板2枚
	8分板3枚
	6分板3枚

	飛
	ノピチャギ（高蹴り）
	頭上：頭半分上
	頭上：頭半分上
	頭上：頭1個分上
	頭上：頭半分上
	頭上：頭1個分上
	頭上：頭半分上

	青帯
	男
	女
	小学3年生以下
	小学4～6年生
	中学生男子
	中学生女子
	一般男子
	一般女子

	手
	ソンカル（手刀）
	アッパルク（肘打ち）
	8分板1枚
	6分板2枚
	6分板3枚
	8分板2枚
	8分板3枚
	6分板3枚

	足
	トラヨプチャチルギ（回転横蹴り）
	8分板1枚
	6分板2枚
	6分板3枚
	8分板2枚
	8分板3枚
	6分板3枚

	飛び
	ティミョパンデトルリョチャギ

（飛び後ろ廻し蹴り）
	ティミョトルリョチャギ

（飛び廻し蹴り）
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭の頂点

	
	360°ティミョトラヨプチャチルギ（360°飛び回転横蹴り）
	
	板の中心が

頭の中心
	板の中心が

頭の中心
	板の中心が

頭の中心
	板の中心が

頭の中心
	板の中心が

頭の中心
	板の中心が

頭の中心

	赤帯
	男
	女
	小学3年生以下
	小学4～6年生
	中学生男子
	中学生女子
	一般男子
	一般女子

	手

（1種）
	アプチュモ（正拳）
	アッパルク（肘打ち）
	8分板1枚
	6分板2枚
	6分板3枚
	8分板2枚
	8分板3枚
	6分板3枚

	
	ソンカル（手刀）
	
	
	
	
	
	
	

	
	トゥンジュモ（裏拳）
	
	
	
	
	
	
	

	足

（1種）
	ヨプチャチルギ（横蹴り）
	6分板2枚
	8分板2枚
	8分板3枚
	6分板3枚
	8分板3～4枚
	6分板3～4枚

	
	トルリョチャギ（回し蹴り）
	
	
	
	
	
	

	
	トラヨプチャチルギ（回転横蹴り）
	
	
	
	
	
	

	
	パンデトルリョチャギ（後ろ廻し蹴り）
	
	
	
	
	
	

	飛

（1種）
	ノピチャギ（高蹴り）
	頭上：頭1個分上
	頭上：頭1個分上
	頭上：頭1.5個分上
	頭上：頭1個分上
	頭上：頭1.5個分上
	頭上：頭1個分上

	
	ティミョトルリョチャギ（飛び廻し蹴り）
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭上：頭半分上
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭上：頭半分上
	板の中心が

頭の頂点

	
	ティミョパンデトルリョチャギ（飛び後ろ廻し蹴り）
	
	
	
	
	
	

	
	360°ティミョトラヨプチャチルギ（360°飛び回転横蹴り）
	板の中心が

頭の中心
	板の中心が

頭の中心
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭の中心
	板の中心が

頭の頂点
	板の中心が

頭の中心


※飛び蹴りの場合の板の厚みは、一般男子が6分板、それ以外は５分板とします。
※シニア（40歳以上）の飛び蹴りについては一般の高さから拳１個分（約7～8センチ）下げること。
制定　2017年9月17日

改定　2018年7月19日

　改定　2018年11月20日
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改定　2019年8月16日

改定　2023年10月6日

	主な改定履歴

	2018年11月20日
	飛び蹴りの板の厚みを明記。

	2019年3月24日
	２トゥルの緑帯と青帯の審査基準の変更。

1-1合否判定についての試割りの再審査についての規定を追加。

1-2帯別審査課題一覧追加。

	2019年8月16日
	３約束組手の基準を改定。

	2023年10月6日
	８試割り　の内容に中学生以下の手技とシニアの飛び蹴りを追加。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


１）試割り以外の評価において、×が１つ以上付いた場合。


２）試割り以外の評価において、△が２つ以上付いた場合。


３）試割り評価において、○が一つもない場合。








